
 

 

 



　

大
豆
は
、
食
品
を
主
な
働
き
ご
と

に
分
類
し
た
「
四
つ
の
基
礎
食
品
群

（
※
）」
の
う
ち
、
第
二
群
に
含
ま
れ
ま

す
。
第
二
群
の
食
品
に
は
、
大
豆
・
大

豆
製
品
の
ほ
か
、
肉
・
魚
が
当
て
は
ま

り
ま
す
。
動
物
性
の
肉
・
魚
に
並
び
、

第
二
群
に
分
類
さ
れ
て
い
る
大
豆
は

「
畑
の
肉
」
と
例
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

第
二
群
の
食
品
は
、
体
を
つ
く
る
た

め
に
必
要
な
た
ん
ぱ
く
質
の
供
給
源
と

な
り
、
骨
や
筋
肉
、
血
液
な
ど
を
つ
く
っ

た
り
、
そ
の
働
き
を
維
持
す
る
た
め
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
体
の
約
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

は
た
ん
ぱ
く
質
で
で
き
て
い
ま
す
。
た

ん
ぱ
く
質
は
、
神
経
伝
達
物
質
と
な
り

脳
を
活
性
化
さ
せ
る
ほ
か
、
免
疫
抗
体

と
し
て
抵
抗
力
を
つ
け
る
な
ど
の
働
き

を
し
ま
す
。
成
長
期
の
子
ど
も
の
体
を

つ
く
る
上
で
は
、
特
に
必
要
不
可
欠
な

栄
養
素
で
す
。
ま
た
、
た
ん
ぱ
く
質
は

常
に
古
い
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
に
つ

く
り
換
え
ら
れ
る
の
で
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
必
要
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
豆
に
は
体
を
つ
く

る
上
で
基
本
と
な
る
重
要
な
栄
養
素
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
大
豆
に
含
ま

れ
る
主
な
栄
養
素
は
、
た
ん
ぱ
く
質
の

ほ
か
、
脂
質
、
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ

ム
、
鉄
な
ど
が
あ
り
ま
す
（
表
１
参

照
）。
ま
た
、
肉
や
魚
と
異
な
り
、
大

豆
に
は
食
物
繊
維
が
含
ま
れ
て
い
る
ほ

か
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、

リ
ン
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
多
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。
優
れ
た
食
品
な
の
で
、
毎

日
食
べ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
健
康
に
良
い
と
さ
れ
る
大

豆
で
も
、
過
剰
に

と
る
こ
と
は
逆
効

果
で
す
。
大
豆
の

一
日
の
目
安
量
は
、

八
〇
カ
ロ
リ
ー
。

ゆ
で
大
豆
に
換
算

す
る
と
、
約
四
十

五
グ
ラ
ム
で
す
。

こ
れ
よ
り
も
多
く

な
る
と
、
た
ん
ぱ

く
質
や
脂
質
を
と

り
過
ぎ
て
し
ま
い
、

悪
化
す
る
と
生
活

習
慣
病
の
リ
ス
ク

と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
他

の
大
豆
製
品
の
目

安
量
は
、
表
２
の

と
お
り
で
す
。
こ

れ
を
参
考
に
、
食

卓
に
取
り
入
れ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
大
豆
が
分
類
さ
れ
て
い
る
第

二
群
の
食
品
以
外
の
第
一
、
第
三
、
第

四
群
の
食
品
と
組
み
合
わ
せ
て
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
事
を
心
が
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

鮫
川
村
で
は
、
昔
か
ら
大
豆
が
作
ら

れ
、
郷
土
食
と
し
て
も
大
切
に
さ
れ
て

き
た
食
品
で
す
。
鮫
川
村
の
澄
ん
だ
空

気
と
き
れ
い
な
水
と
土
で
育
て
ら
れ
た

新
鮮
な
大
豆
を
若
い
世
代
の
人
た
ち
に

も
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

大豆のチカラ
その➊　大豆に秘められたパワーを知ろう！

「大豆は体に良い」といわれていますが、
具体的にどのような力が大豆にあるのか。
管理栄養士の菊地さんに聞きました。

村住民福祉課健康係

菊地妙子管理栄養士

大
豆
は「
畑
の
肉
」

栄
養
豊
富
な
優
れ
も
の

適
切
な
量
を
知
っ
て

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
食
事
を

たんぱく質…免疫力をつけ、体をつくる材料となる
脂質…エネルギー源であり、細胞の膜をつくる材料となる
食物繊維…老廃物を体外に出す手助けをする
カリウム…体内のナトリウム濃度のバランスを整える
カルシウム…骨や歯をつくるために必要
鉄…赤血球の構成成分として、全身に酸素を運ぶ

栄養素 たんぱく質 脂質 食物繊維 カリウム カルシウム 鉄
含有量 7.2ｇ 4.0ｇ 3.2ｇ 257ｍｇ 31.5ｍｇ 0.9ｍｇ

大豆に多く含まれる主な栄養素

■表１ 大豆の１日の目安量（ゆで大豆４５ｇ）に含まれる栄養素

食　品 大豆（ゆで）豆腐（木綿） 納豆 きな粉 油揚げ

目安量
45ｇ 110ｇ 40ｇ 18ｍｇ 31.5ｍｇ

１/２カップ 1/3～1/4丁 １パック 大さじ２杯強 １枚
食　品 豆乳 生揚げ 凍み豆腐 おから 枝豆（ゆで）
目安量 1３０ｇ ５5ｇ 15ｇ 70ｇ 60ｇ

■表２ 大豆・大豆製品の１日の目安量（80㌔カロリー当たりの量）

※「４つの基礎食品群」…食品を主な働きごとに分類したもの。■第１
群…栄養バランスを完全にする食品群。乳、乳製品、卵など。■第３群
…体の調子を良くする食品群。ビタミンＣやカロテン、食物繊維が豊富

なのが特徴。野菜（きのこや海藻類も含む）、芋類、果物など。■第４
群…力や体温となる食品群。大切なエネルギー源で、余分にとった分は
蓄えられる。穀類、砂糖、油脂、菓子など。豆知

識 ２３

 

Special Feature
－
B
ea
n
s豆ま め

二
月
三
日
は
「
節
分
」
で
す
。

豆
を
ま
き
、
一
年
の
無
病
息
災
な
ど
を
祈
願
し
ま
す
。

「
豆
」と
い
え
ば
、
鮫
川
村
で
は「
大
豆
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

村
づ
く
り
を
進
め
、
今
年
度
で
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
村
の
特
産
品
で
あ
る「
大
豆
」に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
魅
力
を
探
り
ま
す
。



優
し
い
味
付
け
で
飽
き
が
こ
な
い

短
時
間
で
作
れ
る
簡
単
ス
ー
プ

洋
風
に
も
な
る
大
豆
料
理

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
好
き
な
味

大
豆
料
理
の
定
番

懐
か
し
い
味
に
心
も
ほ
っ
こ
り

カ
ブ
と
お
豆
の
ス
ー
プ

ビ
ー
ン
ズ
ポ
テ
ト

大
豆
と
芋
が
ら
の
煮
物

大
豆
の
食
べ
方
い
ろ
い
ろ

そ
の
➋　

簡
単
大
豆
料
理
を
家
庭
で
も
作
っ
て
み
よ
う
！

健
康
に
良
い
大
豆
を

さ
ら
に
気
軽
に
食
べ
る
た
め
に

簡
単
に
作
れ
る
大
豆
料
理
を

食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
に

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今回、大豆料理を教えていただいた食生活
改善推進員「ひまわりの会」の皆さん

➊ベーコンを１㌢角、カブをくし
型、カブの葉を２～３㌢に切る。
➋鍋にバターを入れ、ベーコン
とカブを炒める。そこに水を入
れ、カブの葉と大豆を加える。
➌煮えたら、コンソメスープの
素、塩、コショウで味を調える。
➍器に盛ってパセリを散らして
出来上がり。
【オススメ】
牛乳と香り付け程度のニンニク
を加えてもｇｏｏｄ！

大豆‥‥‥‥‥‥‥‥200ｇ
カブ‥‥‥‥‥‥‥‥300ｇ
ベーコン‥‥‥‥‥‥100ｇ
バター‥‥‥‥‥‥‥‥10ｇ
水‥‥‥‥‥‥‥‥５カップ
コンソメスープの素‥‥２個
塩、コショウ‥‥‥‥‥少々
パセリ‥‥‥‥‥‥‥‥少々

➊オリーブオイルを入れ熱した
フライパンにベーコン（細切り）
とニンニク（みじん切り）を入れ、
弱火にかける。ニンニクの香り
がしてきたら、ジャガイモ（１㌢
角に切る）を加えて炒める。
➋赤唐辛子、大豆、大豆のゆで
汁、さらに水をひたひたになる
まで入れてふたをして煮る。
➌ケチャップ、ソースを加え、汁
気がなくなるまで火にかける。
➍塩、コショウで味を調え、小
ネギを入れて火を止める。

ゆで大豆‥‥‥‥‥100ｇ
ジャガイモ‥‥１個（120ｇ）
ベーコン‥‥‥‥‥‥‥２枚
ニンニク‥‥‥‥‥‥‥１片
大豆のゆで汁‥‥‥‥‥適量
赤唐辛子‥‥‥‥‥‥１/２本
オリーブオイル‥‥小さじ１
ケチャップ‥‥‥‥小さじ１
ウスターソース‥‥小さじ２
塩、コショウ、ネギ‥‥少々

➊大豆は一晩水に浸けておく。
➋大豆以外の食材は、大きさを
そろえてさいの目に切る。
➌それぞれの食材をサラダ油で
よく炒め、好みの味になるよう
に調味料で味を調えて煮込む。

大豆‥‥‥‥‥180ｇ～200ｇ
芋がら‥‥‥‥‥‥‥‥40ｇ
凍み豆腐‥‥‥‥‥‥‥20ｇ
コンニャク‥‥‥‥‥‥175ｇ
シイタケ‥‥‥‥‥‥‥50ｇ
ゴボウ‥‥‥‥‥‥‥100ｇ
ニンジン‥‥‥‥‥‥100ｇ
サラダ油‥‥‥‥‥‥‥少々
【調味料】
砂糖、しょうゆ、みりん、酒、
煮干し粉‥‥‥‥‥‥‥適量

作り方 材料（５人分）
み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
大
豆
料
理
を
作
っ
て
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
自
家
製
味み

噌そ

を
作
り
続
け
た
い
で
す

澤口めぐみさん　
楓佳さん 夏芽ちゃん 琴音さん
（青生野字世 麦々）

遠藤愼一郎さん　美智子さん
（渡瀬字上耕地）

　めぐみさんと琴音さんが一緒に
考えた「まめコロ」は、学校給食セ
ンターが募集した「給食レシピコ
ンテスト」で入賞した大豆料理で、
砕いた大豆とサケ缶を混ぜ合わせ
たコロッケです。実際に学校給食
として子どもたちに提供され、人
気の献立となっています。澤口さ
んの家では、子どもたちが大豆を
つぶす手伝いをするなど、子ども
たちと一緒に
楽しみながら、
大豆を食卓に
取り入れてい
ます。

　愼一郎さんは高校卒業後、家業
の農業、味

み

噌
そ

としょうゆ作りを手
伝い始めました。そのころは、ど
この家庭でも大豆を栽培し、味噌
などに加工していたといいます。
味噌は、大豆の量に対して、麹が
少なく塩が多めだったため、今の
味噌よりもしょっぱかったそうで
す。「調味料を自給自足していた
技術は素晴らしい。これからもで
きる範囲で続けていきたい」と、
今年も味噌を仕込む予定の遠藤さ
んご夫妻。自家製味噌で作ったみ
そ汁は、お孫さんたちも喜んで食
べてくれると笑顔で話してくれま
した。

豆の触感がポイントの
「まめコロ」

作り方

作り方

材料（５人分）

材料（10食分）

４５
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　村農産物加工・直売所

「手・まめ・館」の食堂

では、「達者の豆腐」や

「達者の味噌」をはじめ、

大豆加工品をふんだんに

使ったランチが提供され

ています。

　また、喫茶店「手まめ

Ｃａｆｅ」では、きなこ

クリームパンやきなこ

クッキーなどが販売され

ています。このように、

村特産の大豆を生かした

商品が数多くあります。

　今回、ご紹介した大豆

加工品は、「手・まめ・館」

のほか、村
みんな

民の店「すま

いる」でも一部購入する

ことができます。また、

お客様の希望金額に応じ

た村特産品のギフトセッ

トもご用意いたしますの

で、お中元やお歳暮な

どの贈答用にもご利

用いただけます。

「達者の豆腐」や味噌豆、豆腐入りハン
バーグなど、大豆加工品がふんだんに
使われた日替わりランチ

「手・まめ・館」スタッフ

石井美香さん

達者の味噌を使用したレ
トルトカレー。ご飯にか
ける以外にも、さまざま
な料理に活用できます。

味噌カレー

いり豆のほか、味噌、砂
糖、黒砂糖で味付けした
ものがあります。手軽に
食べられるので人気。

豆菓子

小粒は「こすず」、大粒
は「ふくいぶき」を使用。
地豆を使い、手作りにこ
だわった商品です。

達者の納豆

粒子が細かいので、お湯
などに溶けやすいと評判
です。ヨーグルトに混ぜ
る食べ方が人気。

きな粉

そば麹を使った珍しい一
品。味噌汁などにすると、
ほのかにそばの風味が漂
うオリジナル商品です。

達者の味噌（そば麹）

加熱や化学処理による発
酵止めをしていないの
で、麹菌が生きた甘口の
田舎味噌です。

達者の味噌（米麹）

１番人気の商品。テレビ
に取り上げられたことも
あり、村外から買い求め
るファンも多くいます。
大豆の味が生きている自
慢の一品です。この「達
者の豆腐」を使用した油
揚げ、厚揚げ、がんもど
きも高い人気を誇ってい
ます。

達者の豆腐

昔ながらの木製大桶で１
年間かけて天然醸造した
しょうゆです。豊かな風
味とコクが特徴。

達者のしょうゆ

村内産大豆「ふくいぶき」
を100％使用。添加物な
どが入っておらず、大豆
本来の味を楽しめます。

豆乳

鮫川村特産の大豆加工品をご紹介
その➌　村内産大豆を使用した大豆加工品を食べよう！

「
手
・
ま
め
・
館
」で
は
、村
内
生
産
者
が

「
手
ま
め
」に
育
て
た
大
豆
を

こ
だ
わ
り
抜
い
た
製
法
で

加
工
し
、販
売
し
て
い
ま
す
。

「
手
・
ま
め
・
館
」ス
タ
ッ
フ
の
石
井
さ
ん
に

人
気
の
大
豆
加
工
品
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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２
月
17
日
㊊
か
ら
３
月
14
日
㊎
ま
で

所
得
申
告

相
談

　村総務課総務係
　☎ 49-3111

　平成２５年８月２９日に発生した仮設焼却炉

破損事故について、昨年１１月１４日、環境省

主催で村民を対象とした住民説明会が実施さ

れました。

　説明会での意見を反映した再発防止対策お

よび緊急時の連絡方法をまとめ、１２月４日

に村仮設焼却炉監視委員会（以下、「村監視

委員会」）へ報告がありました。

　村監視委員会では、緊急時の連絡体制を整

備し、運転再開により放射性廃棄物の減容化

を図ることが必要との意見がありました。

　村と環境省の協議により、昨年１２月１３日

に修理・改修工事が開始され、１月末までに

工事は完了しました。２月からの確認運転は、

有識者委員会の指導・助言を受け、機械の調

整を行う予定です。

　その後、排ガスを採取し、放射性セシウム

濃度測定などを実施し、分析結果を村監視委

員会に報告し、公表した後に本格運転に入る

予定です。

　村監視委員会では、毎週金曜日に施設周辺

の空間線量を測定しています。なお、測定結

果と確認運転の内容などについては、環境省

ホームページで公表しています。

仮設焼却施設再稼働に向けて確認運転

村地域整備課環境係☎４９‐３１９６

８９

行政

NAVI

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
測
定
値

測定箇所 測定値

仮設焼却炉入口 0.09

青生野小学校 0.11

朝日山登山道入口 0.10

青生野肥育組合 0.11

鹿角平観光牧場 0.08

仮
設
焼
却
炉
周
辺
の
測
定
値

測定箇所 測定値
施設東側120ｍ 0.10
施設南側120ｍ 0.14
施設西側120ｍ 0.13
施設北側120ｍ 0.14
仮置場看板付近 0.09
石久保線起点 0.15
石久保線終点 0.13
和協管理棟付近 0.13

■施設周辺の空間線量（１月24日実施）　 [μSv/h]

問

月 日 曜日 行 政 区 対　象　地　域（ 組 名 ）

２　

月

17 月 青 生 野 江堀、青生野、西谷地、世々麦、姿平

18 火 青 生 野 丸谷地一・二、大平、大犬平一

19 水 赤坂西野 切払上・東、名下一・二、茅、茅南、蕨平、
本坂、滝、仁田、草牛

20 木 赤坂西野 酒垂新・旧、石神、火打石、岫長、
虹ヶ沢、荻ノ沢

21 金 赤坂西野 滑石、上、中、西、浅屋敷、前折戸、
塩倉一・二

22 土 申告相談は行いません
23 日 予 備 日 指定日に申告できなかった方

24 月 富　 田 前沼、彦次郎一・二、日和田、
反田一・二

25 火 富　 田 鍬木田一・二・三、二反田一・二、
中沢一・二・三

26 水 西　 山 戸倉、赤柴、菅田、菅ノ目、水口一・二、
大沢

27 木 西　 山 落合、大平、追木、折戸、後折戸、余所内

28 金 西　 山 西野内、宝木、押野、岩野草上・下、
大久保

３　

月

１ 土 申告相談は行いません
２ 日 申告相談は行いません

３ 月 渡　 瀬 江竜田元・上・新、大戸中、下

４ 火 渡　 瀬 中山、木之根一・二・三、中野町、
上耕地、越虫

５ 水 渡　 瀬 福原一・二、田苗下、田尻一・二、
関口一・二・三、座場見

６ 木 赤坂東野
・石井草

広畑一・二・三・四・五、滝ノ下、蕨ノ草、
芦ノ草、木戸沢、大竹下・上、前田

７ 金 赤坂東野
・石井草

戸草下・上、新立、葉貫、唐露、大石草、
遠ヶ竜前・後、大根屋敷

８ 土 申告相談は行いません
９ 日 予 備 日 指定日に申告できなかった方

10 月 赤坂東野
・石井草

中内、大房、楢久保、官代下・上、
石井草、内ヶ竜上・下

11 火 赤坂中野 新宿一・二・三・四・五・六・七、宿ノ入、
道少田一・二・三・四・五、中野団地

12 水 赤坂中野 大塩一・二・三、官沢一・二、馬場、鬼越

13 木 赤坂中野 真坂東・下・上、取上、薄ヶ久保、
前田一・二

14 金 予 備 日 指定日に申告できなかった方

■所得申告相談日程

※日曜日の予備日（２月2３日、３月９日）は混雑が予想されますので、で
　きるだけ指定日においでください。なお、指定日以外に来られる場合
　は、指定日の方を優先しますのであらかじめご了承ください。

　

村
で
は
、
２
月
17
日
（
月
）
か

ら
３
月
14
日
（
金
）
ま
で
、
役
場

２
階
「
正
庁
」
で
所
得
の
申
告
相

談
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
申
告
相
談
は
、
平
成
25
年

分
の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
、
平
成
26
年
度
の
村
県
民

税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の

基
礎
と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
方

は
指
定
さ
れ
た
日
（
左
表
を
参
照
）

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
が
必
要
な
方

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
村

内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
農
業
や
営
業
な
ど
の
事
業
を
営

　

ん
だ
り
、
地
代
、
家
賃
、
配
当
、

　

譲
渡
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方

②
給
与
所
得
の
ほ
か
に
事
業
や
配

　

当
、
不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ

　

る
方

③
給
与
所
得
者
の
う
ち

　

・
２
カ
所
以
上
の
事
業
所
な
ど

　
　

か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け

　
　

た
方

　

・
平
成
25
年
中
に
退
職
し
た
方

　
　

や
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な

　
　

い
方

　

・
給
与
の
ほ
か
に
年
金
や
恩
給
、

　
　

報
酬
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方

④
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

　

る
方

⑤
生
命
保
険
金
な
ど
を
受
け
取
っ

　

た
方
（
満
期
や
解
約
を
含
む)

⑥
所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　

額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
方

　

（
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
末

　

ま
で
、
ま
た
は
平
成
21
年
か
ら

　

平
成
25
年
末
ま
で
に
入
居
し
た

　

方
）

■
持
参
す
る
も
の

　

申
告
の
際
に
は
、
次
の
も
の
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
書
類
不
足
な

ど
で
受
け
付
け
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
書
類
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
印
鑑
・
筆
記
用
具
お
よ
び
収
入

　

支
出
が
確
認
で
き
る
預
金
通
帳

②
不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
が
あ

　

る
方
は
売
買
契
約
書
ま
た
は
明

　

細
書

③
生
命
保
険
料
、
建
物
共
済
な
ど

　

の
払
込
証
明
書

④
国
民
年
金
加
入
者
は
、
社
会
保

　

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

　

除
証
明
書

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

　

る
方
は
医
療
機
関
の
領
収
書
な

　

ど
（
平
成
25
年
中
に
支
払
っ
た

　

も
の
）

⑥
障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

　

る
方
は
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

⑦
口
座
振
替
を
利
用
す
る
方
は
金

　

融
機
関
・
口
座
番
号
が
わ
か
る

　

も
の
お
よ
び
届
け
印

　

ま
た
、
申
告
す
る
所
得
の
種
類

に
よ
っ
て
は
、
次
の
書
類
も
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
農
業
所
得

・
収
入
支
出
を
記
帳
し
て
あ
る
も

　

の
お
よ
び
領
収
書
な
ど

・
肉
用
牛
売
却
所
得
の
免
税
措
置

　

を
受
け
る
方
は
売
却
証
明
書

▼
給
与
所
得

・
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）
ま
た
は

　

事
業
主
の
発
行
す
る
給
与
・
賃

　

金
の
支
払
証
明
書
な
ど

▼
営
業
・
そ
の
他
の
事
業
所
得

・
営
庶
業
等
所
得
調
査
表

・
収
入
支
出
を
記
帳
し
て
あ
る
も

　

の
お
よ
び
領
収
書
な
ど

　

な
お
、
税
務
署
か
ら
申
告
書
を

送
付
さ
れ
た
方
は
申
告
当
日
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
（
未
記
入
の
ま

ま
で
結
構
で
す
）
。

■
相
談
時
間
の
短
縮
に
ご
協
力
を

　

領
収
書
な
ど
が
未
整
理
の
た
め

書
類
の
作
成
に
時
間
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
業
所
得
や
農

業
所
得
を
申
告
さ
れ
る
方
は
経
費

ご
と
に
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る

方
は
医
療
機
関
・
個
人
ご
と
に
整

理
・
集
計
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

相
談
会
場
に
は
多
く
の
方
が
訪

れ
ま
す
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
申
告

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

会 場

時 間

役場２階「正庁」
午前９時～午前１１時３０分
午後１時～午後４時３０分

問
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月
に
入
り
、
協
力
隊
と

　
　
　

し
て
の
生
活
も
あ
と
一

カ
月
ち
ょ
っ
と
。
な
ど
と
考
え

る
頭
も
凍
っ
て
し
ま
い
そ
う
な

寒
さ
と
日
々
格
闘
し
て
い
ま
す
。

凍
っ
た
道
が
お
っ
か
な
い
で
す

が
、
気
を
付
け
て
残
り
一
カ
月

ち
ょ
っ
と
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

二
月
と
言
え
ば
バ
レ
ン
タ
イ

ン
。
毎
年
、
日
頃
の
感
謝
を
込

め
て
作
っ
て
い
る
私
は
、
今
年

も
何
か
し
ら
作
る
予
定
で
す
。

今
年
は
鮫
川
村
の
も
の
を
使
っ

て
作
れ
た
ら
な
ぁ
と
考
え
中
。

ど
こ
か
に
ア
イ
デ
ィ
ア
が
落
ち

て
い
な
い
で
す
か
ね
。

　

先
日
、
凍
み
餅
作
り
に
挑
戦

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ゆ

だ
っ
た
お
湯
に
ゴ
ボ
ッ
葉
の
粉

末
と
重
曹
を
一
緒
に
入
れ
あ
く
抜

き
を
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
湯

気
が
目
に
染
み
て
涙
が
止
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
お
ま
け
に
、

あ
く
抜
き
し
た
お
湯
は
、
こ
れ

か
ら
染
物
で
も
す
る
の
か
と
い

う
ほ
ど
の
茶
色
に
。
水
で
何
度

洗
っ
て
も
完
全
に
き
れ
い
に
な

ら
な
い
ほ
ど
す
ご
い
色
な
の
に
、

こ
の
ゴ
ボ
ッ
葉
を
餅
と
一
緒
に

つ
く
と
き
れ
い
な
緑
色
に
な
る

の
だ
か
ら
不
思
議
で
す
。
つ
い

た
お
餅
は
、
細
長
く
の
ば
し
て

型
に
入
れ
て
く
し
形
に
。
な
ぜ

く
し
形
な
の
か
不
思
議
で
す
が
、

昔
か
ら
と
の
こ
と
な
の
で
謎
の

ま
ま
で
す
。
く
し
形
に
し
た
凍

み
餅
は
ひ
も
で
結
ん
で
、
気
温

が
低
い
日
の
日
暮
れ
ご
ろ
に
日

の
当
た
ら
な
い
所
に
ぶ
ら
下
げ

て
し
み
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
を
繰

り
返
し
て
、
水
分
が
な
く
な
り

カ
ッ
チ
カ
チ
に
な
っ
た
ら
完
成
。

あ
と
は
水
で
戻
し
て
食
べ
る
だ

け
。
今
か
ら
完
成
が
楽
し
み
で

す
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
作
る
凍
み

餅
で
す
が
、
岩
手
県
一
関
市
の

東
山
と
い
う
所
で
活
動
し
て
い

る
協
力
隊
か
ら
こ
ん
な
食
べ
方

が
あ
る
と
…
。
そ
れ
は
凍
み
餅

を
そ
の
ま
ま
食
べ
る
と
い
う
食

べ
方
！　

協
力
隊
は
全
国
に
い

る
の
で
、
そ
の
土
地
の
い
ろ
い

ろ
な
食
べ
物
の
話
が
出
る
こ
と

は
度
々
あ
る
の
で
す
が
、
同
じ

食
べ
物
で
こ
う
も
食
べ
方
が
違

う
も
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。
現

物
を
見
て
い
な
い
の
で
見
た
目

の
違
い
は
分
か
ら
な
い
の
で
す

が
、
本
人
い
わ
く
「
か
め
ば
か

む
ほ
ど
味
わ
い
深
く
、
ま
た
、

中
に
ゴ
マ
や
豆
が
入
っ
て
い
る

も
の
も
あ
り
、
素
朴
な
が
ら
も

ど
こ
か
ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
食
べ
物
」
と
の
こ
と
。

鮫
川
村
の
凍
み
餅
と
違
う
の
は

分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
凍
み
餅

が
完
成
し
た
ら
、
歯
が
欠
け
な

い
程
度
に
や
っ
て
み
よ
う
か
と

ひ
そ
か
に
考
え
て
い
ま
す
。

2

鮫川村の保存⾷
凍

㔗

み餅作りに初挑戦

ｍｏｅ・ｒｙｏｋｕ／緑のふるさと協⼒隊・遠⼭陽⼦さんの鮫川村体験記

～興味は偉大なり～ Vol．１０萌力

「緑のふるさと協力隊 in 鮫川村」です。「いいね！」お願いします。

二
３

４

1

１．凍み餅作りを教えていただいた関根の
　ぶ子さん（余所内）。ゴボッ葉のあく抜
　き作業をしています。
２．あく抜きをしたゴボッ葉の分量を量って、
　このあと餅と一緒につきます。
３．つき上がった餅を型に入れてくし形に
　します。
４．餅を一つ一つひもで結んで、しみさせ
　る準備が整いました。

行政

NAVI

有
機
た
い
肥｢

ゆ
う
き
く
ん｣

村
内
全
戸
に
無
償
配
布
し
ま
す

　

昨
年
９
月
に
完
成
し
た
良

質
な
有
機
た
い
肥
「
ゆ
う
き

く
ん
」
を
村
内
全
戸
に
無
償

配
布
し
ま
す
。
安
全
に
こ
だ

わ
り
丹
精
込
め
て
作
り
ま
し

た
の
で
、
安
心
し
て
ご
使
用

く
だ
さ
い
。な
お
、す
べ
て
の

た
い
肥
は
放
射
性
物
質
検
査
を
行

い
、
国
が
定
め
る
基
準
値
４
０
０
ベ

ク
レ
ル
を
厳
格
化
し
村
独
自
の
基
準

値
を
２
０
０
ベ
ク
レ
ル
と
定
め
、
そ

れ
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
出

荷
し
て
い
ま
す
。

配
布
数
量　

１
戸
当
た
り
小
袋
た
い

　

肥
（
40
㍑
）２
袋

配
布
方
法　

配
布
す
る
引
換
券
を
村

　

農
産
物
加
工
・
直
売
所
「
手
・
ま

　

め
・
館
」
ま
た
は
村
豊
か
な
土
づ

　

く
り
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
き
の
郷さ

土と

」

　

に
持
参
し
、
た
い
肥
と
交
換
し
て

　

く
だ
さ
い
。
な
お
、「
手
・
ま
め
・

　

館
」
に
お
い
て
は
、
お
手
数
で
も

　

各
自
で
積
み
込
み
を
行
っ
て
く
だ

　

さ
い
。　

※
障
が
い
者
や
高
齢
者

　

の
み
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、
配
達

　

も
可
能
で
す
の
で
役
場
農
林
課
ま

　

た
は
「
ゆ
う
き
の
郷さ

土と

」
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

引
き
換
え
期
間　

２
月
15
日
（
土
）

　

〜
３
月
30
日
（
日
）

　

※
「
手
・
ま
め
・
館
」
は
３
月
５

　

日
（
水
）
を
除
く
午
前
９
時
か
ら

　

午
後
６
時
ま
で
、「
ゆ
う
き
の
郷さ

　

土と

」
は
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午

　

後
４
時
ま
で
の
時
間
に
引
き
換
え

　

て
く
だ
さ
い
。

主
な
使
用
方
法　

▼
菜
園
、
花
壇
…

　

１
平
方
㍍
当
た
り
た
い
肥
５
㍑
か

　

ら
８
㍑
を
散
布
し
、
土
と
よ
く
か

　

き
混
ぜ
て
く
だ
さ
い
。
▼
鉢
、
プ

　

ラ
ン
タ
ー
…
５
号
鉢
（
直
径
15
㌢
）

　

に
た
い
肥
約
１
カ
ッ
プ
（
２
０
０

　

㍉
㍑
）、
長
さ
65
㌢
の
プ
ラ
ン
タ

　

ー
に
た
い
肥
約
１
㍑
を
土
と
よ
く

　

か
き
混
ぜ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

村
農
林
課
☎
４
９
‐
３
１
１
４

　

／
村
豊
か
な
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

「
ゆ
う
き
の
郷さ

土と

」
☎
４
９
‐
３

　

４
７
４

豊かな土づくりセンター「ゆ
うきの郷

さ

土
と

」のイメージキャ
ラクター。有機たい肥「ゆ
うきくん」を通して、鮫川
村の良さを全国にアピール
するために頑張ります。

ゆうきくん

　

名
誉
村
民
の
佐
藤
大
助
氏

が
、
12
月
22
日
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
88
歳
で
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
、
昭
和
61
年
、

大
田
区
議
会
議
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
た
中
、「
東
京

鮫
川
会
」
の
発
起
人
と
し
て

都
内
の
友
人
・
知
人
に
働
き

か
け
発
起
人
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
62

年
に
「
東
京
鮫
川
会
」
が
発

足
。
結
成
総
会
の
席
上
で
満

場
一
致
に
よ
り
初
代
会
長
に

選
出
さ
れ
、
以
降
、
連
続
６

期
11
年
間
に
わ
た
り
会
長
を

務
め
、
そ
の
後
は
名
誉
会
長

と
し
て
、
東
京
鮫
川
会
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
鮫
川
会
発
足

の
翌
年
か
ら
、
会
員
や
首
都

圏
の
住
民
に
働
き
か
け
「
ふ

る
里
探
訪
ツ
ア
ー
」
を
開
始

し
、
鮫
川
村
の
交
流
人
口
拡

大
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
東
京
鮫
川
会
総
会
に
首

都
圏
在
住
で
村
と
交
流
の
あ

る
大
学
教
授
や
実
業
家
な
ど

を
招
待
し
、
村
づ
く
り
へ
の

支
援
・
協
力
を
要
請
す
る
な

ど
、
ふ
る
里
鮫
川
村
の
振
興

の
た
め
に
多
大
な
る

ご
尽
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
生
前
の

功
績
に
対
し
、
敬
意

と
感
謝
の
念
を
表
し
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

鮫
川
村
名
誉
村
民

佐
藤
大
助
氏
が
逝
去

問
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第
66
回
鮫
川
村
成
人
式

新
成
人
57
人
が

大
人
の
仲
間
入
り

　

第
六
十
六
回
鮫
川
村
成
人
式
は
一

月
十
二
日
、
村
公
民
館
で
行
わ
れ
、

新
成
人
五
十
七
人
（
男
性
二
十
七

人
、
女
性
三
十
人
）
が
大
人
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
高

坂
和
樹
さ
ん
（
赤
坂
西
野
字
上
）
に

成
人
証
書
、
青
戸
可
奈
子
さ
ん
（
富

田
字
前
沼
）
に
記
念
品
が
大
樂
村
長

か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
樂
村
長
が
「
大
き
な
夢
や
高
い

目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。
そ
し
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る

さ
と
の
鮫
川
村
を
い
つ
ま
で
も
見

守
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
式
辞
を
述

べ
た
あ
と
、
前
田
村
議
会
議
長
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
遠
藤

明
日
香
さ
ん
（
渡
瀬
字
木
之
根
）
が

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
自
覚
と
責

任
あ
る
社
会
人
に
な
る
こ
と
を
誓
い

ま
し
た
。
ま
た
、
生
方
一
真
さ
ん
（
赤

坂
中
野
字
道
少
田
）
、
飯
島
涼
香
さ

ん
（
赤
坂
中
野
字
東
前
田
）
、
鈴
木

美
穂
さ
ん
（
赤
坂
東
野
字
大
石
草
）

の
三
人
が
感
想
文
を
発
表
。
両
親
や

恩
師
、
友
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や

成
人
と
し
て
の
決
意
な
ど
を
話
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
奥
州
鮫
川
太
鼓
保

存
会
に
よ
る
祝
い
の
太
鼓
が
披
露
さ

れ
、
新
成
人
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
に
は
、
出
席
者
全
員
に

よ
る
記
念
撮
影
。
久
し
ぶ
り
に
再
会

し
た
同
級
生
や
恩
師
と
写
真
撮
影
や

談
笑
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
会
場

に
は
新
成
人
の
晴
れ
や
か
な
笑
顔
が

溢
れ
ま
し
た
。

１．出席者全員で記念撮
影。これが思い出の一枚
となる　２．恩師との再
会に、思い出話に花が咲
く　３．成人の門出を祝
う太鼓演奏　４．成人証
書と記念品を受ける高坂
和樹さん ( 写真右 ) と青
戸可奈子さん ( 写真左 )
５．同級生との再会を喜
び、写真撮影　６．誓い
のことばを述べる遠藤明
日香さん

I N T E R V I E W

　まだ「成人」になった
という実感はあまりあり
ませんが、成人式を迎え
ることができて、素直に
うれしいです。夢は大き
く持って、将来は自分の
会社をつくりたいと思い
ます。あとは、「酒飲み」
をしたいです。

　現在、大学で長距離を
やっているので、これか
らの目標としては、フル
マラソンの大会などに自
主的に出場して、好記録
を目指したいです。また、
自分の意志をしっかりと
持って行動したいと思い
ます。

　社会人として大人の仲
間入りをしたので、これか
ら仕事も生活面も一生懸
命取り組みたいです。ま
た、現在は実家で生活し
ているので、１度は親元を
離れて１人暮らしをして、
１人でもしっかりと生活で
きるようになりたいです。

　今日、成人式を迎えて
「大人」になれたという
意味では、とてもうれし
いです。成人になったの
で、これからは気持ちを
引き締めて、「しっかりし
なきゃ」という思いです。
普段から、落ち着きをもっ
て生活したいと思います。

夢は大きく、会社をつくりたい
水戸桂介さん　西山字押野

自分の意志をしっかり持って行動したい
矢吹潤平さん　赤坂中野字大塩

親元を離れて、一人暮らしをしてみたい
関根愛美さん　赤坂東野字戸草

落ち着きをもって生活したい
笹島千秋さん　青生野字姿平

Chiaki Sasazima

Manami Sekine

Zyunpei Yabuki

Keisuke Mito

１

４

５

２３

６

6
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ほ っ と ニ ュ ー ス

　東京農業大学の第８４回里山景観保全活動
は１２月２０日から２２日までの３日間、村内
で行われました。今回の活動には、学生２６
人が参加。「手・まめ・館」の敷地内にピザ
作り体験などができる石窯を製作しました。
石窯は３月に完成する予定です。

学生たちがピザ石窯作りに挑戦
東京農業大学里山景観保全活動

　日本森林林業振興会が募集した「平成２５年

度山火事予防ポスター用標語」で修明高校鮫川

校１年の金田優太さん（江堀）の作品が同会長

賞を受賞しました。伝達式は１２月１６日、同校

で行われ、金田さんは「森林を大切にしてほし

いという思いを込めて考えた」と話しました。

　社会学級第６講座は１２月１９日、村公民館
で行われました。講座では、振り込め詐欺防
止のための紙芝居などが披露され、注意を呼
びかけました。また、講座終了後に行われた
閉級式では、皆勤賞や修了証書などが授与さ
れ、１年間の活動を振り返りました。

村政TOPICS 村政TOPICS
 

⽂
化
財
防
⽕
デ
ー
⽕
災
防
御

訓
練
は
⼀
⽉
⼗
九
⽇
、
⾚
坂
中

野
字
取
上
地
内
﹁
東
堂
⼭
・
阿

弥
陀
如
来
像
堂
﹂
付
近
で
⾏
わ

れ
ま
し
た
。

 

訓
練
に
は
、
棚
倉
消
防
署
鮫

川
分
署
員
や
村
消
防
団
員
な
ど

関
係
者
約
五
⼗
⼈
が
参
加
。
放

⽔
訓
練
が
⾏
わ
れ
、
消
防
団
員

ら
は
真
剣
な
表
情
で
訓
練
に
臨

ん
で
い
ま
し
た
。

 

平
成
⼆
⼗
六
年
⼀
⽉
⼀
⽇
付

で
、
⼈
権
擁
護
委
員
に
佐
藤
⽂

夫
さ
ん︵
⾚
坂
⻄
野
字
⽕
打
⽯
︶

が
法
務
⼤
⾂
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
、
平
成
⼆
⼗
⼋

年
⼗
⼆
⽉
三
⼗
⼀
⽇
ま
で
の
三

年
間
で
す
。

 

村
で
は
、佐
藤
さ
ん
の
ほ
か
、

津
⽥
彰
夫
さ
ん
︵
渡
瀬
字
⽊
之

根
︶
と
⽔
野
き
よ
⼦
さ
ん
︵
⾚

坂
中
野
字
宿
ノ
⼊
︶
が
委
嘱
さ

れ
て
い
ま
す
。
電
話
相
談
も
⾏

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 

全
国
町
村
会
主
催
の
﹁
町
イ

チ
！
村
イ
チ
！
２
０
１
４
﹂
が
⼀

⽉
⼗
⼀
⽇
、
⼗
⼆
⽇
の
⼆
⽇
間
、

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
か

れ
ま
し
た
。

 

農
協
、
商
⼯
会
、
村
で
構
成

す
る
﹁
ふ
る
⾥
振
興
協
議
会
﹂

が
参
加
。
村
特
産
品
を
販
売
し

た
ほ
か
、飲
⾷
ス
ペ
ー
ス
で
は
、

﹁
味
噌
カ
レ
ー
う
ど
ん
﹂
を
提

供
す
る
な
ど
、
鮫
川
村
の
魅
⼒

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

振り込め詐欺にご注意
社会学級第６講座・閉級式

無火災への誓い新たに

　真坂三矢会（矢吹浩美会長）が主催する正
月の伝統行事「とり小屋」は１月１２日、真
坂農村公園で行われました。笹竹などで作っ
た小屋に、正月飾りや古いお札などを納めて
供養。参加者は今年１年の無病息災、五穀豊
穣を祈願しました。

今年１年の無病息災を願う
真坂地区で正月伝統行事「とり小屋」

平成２６年村消防団出初め式
　平成２６年鮫川村消防団出初め式は１月４
日、村公民館で行われ、今年１年の無火災を
祈願しました。
　出初め式に先立ち、消防車両３台の車両交
付式が行われました。続いて、消防車両によ
る村内分列行進で火災予防を呼びかけたあ
と、通常点検と水勢披露が行われました。
　式には、幹部団員や来賓など約１３０人が出
席。無火災祈願の黙とう、村長あいさつ、団
長式辞に続き、無火災分団と優良団員に表彰
状が贈られました。
▶無火災分団表彰（　）内は分団長名…第２分団
（関根正男、石井幸一）第３分団（石井栄伸、赤坂
浩幸、大森敏雄）▶優良団員表彰…[第１分団]芳
賀雄一、鈴木隆寛、矢吹和浩　[第２分団]我妻正
紀、高木順一、円谷政幸　[第３分団]蛭田和彦、
坂本実

園児たちが伝統行事を体験
こどもセンターで小正月行事「団子さし」

山火事予防を呼びかける
金田さんが日本森林林業振興会長賞を受賞

表
彰
状
を
手
に
す
る
金
田
さ
ん
（
写
真
中
央
）

　こどもセンターで１月１５日、小正月行事
の団子さしが行われました。子どもたちは臼

うす

ときねで餅つきをしたあと、小さく切り分け
た餅を丁寧に木の枝に飾り付けました。また、
ついた餅はネギ餅などにして食べ、無病息災
を願いました。

　日本ハムファイターズの根本朋久選手を招

いた野球教室は１２月２３日、村農業者トレー

ニングセンターで行われました。村スポーツ

少年団学童野球部員約３０人が参加し、バン

ト指導を受けたほか、根本選手のピッチング

を間近で見る貴重な経験をしました。

憧れのプロ野球選手と一緒に
根本朋久選手が子どもたちに野球指導

バ
ン
ト
を
教
え
る
根
本
選
手（
写
真
左
）

ミ
ズ
キ
の
枝
に
餅
を
飾
る
園
児
た
ち

粘
土
で
窯
を
形
作
る
学
生
た
ち

多くの来場者でにぎわった会場

上…通常点検を受ける幹部団員
左…無火災分団と優良団員の表
　　彰が行われた出初め式

放水訓練を行う消防団員

特
産
品
販
売
で

村
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

文
化
財
を
守
る
た
め
に

火
災
防
御
訓
練
を
実
施

振
り
込
め
詐
欺
防
止
を
呼
び
か
け
た
紙
芝
居

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
と
り
小
屋
」

人
権
擁
護
委
員
に

佐
藤
文
夫
さ
ん(

新
任)人権擁護委員に委嘱さ

れた佐藤さん



門
松
や
駅
長
ね
こ
の
お
出
迎
え

　
　
　
　
　
　
　

中
井　

恒
峯

寒
入
に
合
わ
せ
る
如
く
寒
波
来

　
　
　
　
　
　
　
　

北
條
素
人
坂

汚
染
水
儘
な
ら
ず
し
て
年
迎
う

松
本　

精
一

お
年
玉
孫
の
笑
顔
の
正
座
か
な

前
田　

縫
子

朝
の
居
間
座
し
て
一
息
白
く
吐
く

黒
田　

寿
香

降
る
雪
や
真ま

砂さ

女じ
ょ

句
集
の
こ
と
は
じ
め

土　

竜　

庵

着
ぶ
く
れ
て
登
校
す
る
子
の
布
袋

山
本　

恵
子

初
暦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
程
書
き
入
れ
る

鈴
木　

米
子

初
せ
り
や
袋
の
中
で
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー

斎
須　

信
子

「
今
で
し
ょ
」
の
気
構
え
も
な
く
年
迎
う

山
本
五
十
鈴

土
づ
く
り
冬
田
の
施
肥
に
に
ん
ま
り
と

微
笑
む
如
し
畦
の
蒲
公
英

鈴
木
イ
ミ
子

雑く

草さ

を
除と

り
害む

虫し

も
捕
り
や
る
わ
が
畑

の
夢
を
叶
え
て
大
根
太
る

水
野　

珠
子

体
力
を
作
る
と
云
わ
る
旬
の
も
の
さ
さ

げ
を
籠
に
満
た
し
て
帰
る

佐
藤　

春
枝

還
ら
ざ
る
親
切
な
る
と
さ
り
げ
な
く
周ま

わ

囲り

に
し
つ
つ
心
明
る
し

須
藤　

幸
子

確
か
な
る
声
を
聞
き
お
り
夢
の
中
出
て

来
る
亡
夫
の
や
さ
し
か
る
影関

根　

瑞
恵

幾
十
年
作
り
つ
づ
け
し
田
の
稔
り
か
が

よ
う
如
し
十
六
夜
の
月

溝
井　

清
乃

農
と
い
う
日
の
き
び
し
さ
に
耐
え
て
来

て
今
や
す
ら
か
な
余
韻
に
浸
る

矢
吹　

定
子

酢
漬
け
し
て
香
を
た
の
し
ま
む
菊
の
花

今
年
も
真
黄
に
咲
き
誇
り
た
り

坂
本　

伊
紀

靖
国
は
日
本
の
神
内
閣
が
参
拝
す
る
に

言
訳
な
ど
要
ら
ぬ

一　

平　

子

初
日
の
出
家
族
揃
っ
て
庭
に
立
ち
拝
せ

ば
深
き
絆
を
感
じ
る

石
井　

幸
子

爽
や
か
な
初
日
に
祈
れ
ば
幸
せ
の
授
か

る
思
え
に
心
の
和
む

須
藤
シ
ツ
エ

只
独
り
齢
か
さ
ね
て
の
幾
年
ぞ
何
故
生

き
る
の
か
自
問
自
答
す

松
本　

一
郎

恙
な
く
子
や
孫
曾
孫
と
新
年
を
迎
え
ら

れ
ま
ず
感
謝
一
杯

前
田
喜
三
子

年
頭
に
願
い
を
込
め
て
筆
を
取
り
ま
ず

は
健
康
第
一
と
し
て

関
根
ヨ
ネ
子

元
日
の
夜
の
満
月
薄
雲
に
被
わ
れ
な
が

ら
地
の
雪
照
ら
す

藤
田
千
代
子

又
来
る
ね
も
み
じ
の
よ
う
な
手
を
出
し

て
そ
の
手
の
温
も
り
今
も
残
れ
る

関
根
ハ
ナ
ヨ

輝
け
る
大
地
を
照
ら
し
つ
昇
り
く
る
初

日
に
幸
の
多
か
れ
と
祈
る

関
根　

富
久

今
年
こ
そ
気
張
っ
て
行
く
ぞ
と
仰
ぐ
空

エ
ー
ル
の
そ
そ
ぐ
輝
く
初
日
の

板
橋　

源
良

初
春
の
明
る
い
陽
射
し
に
誘
わ
れ
て
香

り
豊
け
し
蕗
の
薹
を
摘
む

関
根
キ
ヌ
子

里
の
春
一
つ
増
え
た
と
宝
物
笑
顔
で
集

う
新
年
も
ま
た

矢
吹　

一
二

豊
か
な
る
暮
ら
し
続
か
む
願
い
込
め
家

族
揃
い
て
初
日
に
祈
る

北
條　
　

平

BookBook
図 書 の 缶 詰
図書館からおすすめの本をご紹介
鮫川村図書館☎ 29-1150
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短　
　

歌

俳　
　

句

SA
Y
A
K
A
　
SE

K
IN
E

せきね・さやか●昭和57年２⽉⽣まれ。⻄⼭字⽔⼝在
住。塙厚⽣病院（塙町）勤務。趣味は雑貨集め。⽇々、
笑顔を⼼掛けている。

　

鮫
川
村
に
住
み
始
め
て
、
は
や
五
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
住
み
始

め
た
こ
ろ
お
腹
の
中
に
い
た
娘
も
大
き

く
な
り
、
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
家
族
四
人
に
な
り
、
毎
日
騒
が
し

く
忙
し
い
で
す
が
、
楽
し
い
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
こ
う
や
っ
て
前
に
進

ん
で
こ
ら
れ
た
の
も
、
鮫
川
村
に
住
ん

だ
お
か
げ
か
な
ぁ
な
ん
て
、
こ
の
文
章

を
書
き
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

　

鮫
川
村
に
住
み
始
め
た
こ
ろ
、
初
め

て
の
土
地
で
の
暮
ら
し
、
初
め
て
の
子

育
て
な
ど
不
安
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
正
直
、
何
で
こ
ん
な
所
に
来
ち
ゃ

っ
た
ん
だ
ろ
う
な
ん
て
思
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
不
安
な
生
活
の

中
で
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
の
は
鮫

川
村
の
人
た
ち
で
し
た
。
子
育
て
を
応

援
し
て
く
れ
る
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
先

生
や
保
健
師
さ
ん
。
悩
み
を
と
こ
と
ん

聞
い
て
、
励
ま
し
て
く
れ
る
友
人
た
ち
。

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
温
か
い
声
を

か
け
て
く
れ
る
住
民
の
方
々
…
本
当
に

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
今

日
ま
で
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
大
変
な
事
や
悩
む
事
な

ど
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
き

っ
と
鮫
川
村
で
な
ら
大
丈
夫
っ
て
思
え

ま
す
。
住
ん
で
五
年
、
ま
だ
ま
だ
半
人

前
の
鮫
川
住
民
で
す
が
、「
鮫
川
村
の

愛
情
＝
一
度
感
じ
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い

コ
タ
ツ
の
よ
う
な
あ
た
た
か
い
気
持
ち
」

を
私
も
誰
か
に
あ
げ
ら
れ
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

 
次
は
、
⽣
⽥
⽬
宏
好
さ
ん
︵
⾚
坂
東
野
字
広

畑
︶
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！

187村民【随想】リレー

関根涼佳さん

ぽかぽかな愛情

正妻 慶喜と美賀⼦（上下）

　「わしは将軍に
はならん。どんな
ことになっても
ならぬつもりだ」。
幕府と朝廷の関係
が激しく揺れる幕
末、京から江戸へ

嫁いだ１人の姫がいた。公家の姫
から「最後の将軍」の妻となった
美賀子の生涯を通して徳川幕府の
崩壊を描いた歴史小説。

み ん な の ペ ー ジ

民
謡
を
次
世
代
に
歌
い
継
い
で
い
き
た
い

鮫川村渡瀬民謡会
⼤森茂会⻑／会員10名

　

鮫
川
村
渡
瀬
民
謡
会
は
月
二
回
、
歌
と
三
味

線
の
講
師
で
あ
る
大
滝
栄
二
さ
ん（
塙
町
）と
尺

八
演
奏
者
の
京
條
英
征
さ
ん（
巡
ヶ
作
）を
招
い

て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
民
謡
は
人
々
の
暮
ら

し
の
中
か
ら
自
然
に
生
ま
れ
、
歌
い
継
が
れ
て

き
た
も
の
で
、
楽
譜
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
本
に

は
歌
詞
だ
け
が
書
か
れ
、
曲
調
な
ど
は
先
生
か

ら
教
わ
り
、繰
り
返
す
こ
と
で
身
に
つ
き
ま
す
。

　

歌
の
節
が
難
し
く
奧
が
深
い
民
謡
は
、
同
じ

曲
を
長
年
歌
い
続
け
て
も
飽
き
な
い
と
い
い
ま

す
。
ま
た
、
思
い
切
り
声
を
出
す
こ
と
で
活
力

が
み
な
ぎ
る
と
魅
力
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
は
経
験
年
数
や
年
齢
に
関
係
な
く
、

団
結
力
が
あ
り
ま
す
。「
あ
ま
り
歌
え
な
く
て

も
、
み
ん
な
と
顔
を
合
わ
せ
て
話
し
を
す
る
こ

と
が
楽
し
く
て
休
む
気
に
な
ら
な
い
」
と
、
練

習
の
出
席
率
が
い
い
の
も
特
徴
で
す
。

　

若
い
人
に
も
気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
民

謡
を
次
世
代
に
伝
承
し
て
い
き
た
い
と
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

さ

る

め

集

が

い

わ

23

を

彩

■

アタマとカラダが冴える
東⼤おやつ教室

　現役東大生たち
が考案した「能力ア
ップおやつ」でおい
しく受験に勝とう！
　おやつは我慢す
るものではなく、
子どもたちの脳と

健康の味方。食事では不足しがち
な栄養素を補い、偏差値とやる気
まで上げる驚きの51レシピ集。

（東大料理愛好会著、新潮社）

（林真理子著、講談社）

嫁いだ１人 姫

第３⼟曜⽇は 家族一緒に読書の日
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さ
が
厳
し
い
こ
の
時
期
、

　
　
　

凍
み
大
根
を
作
る
に
は
最

適
で
す
。
約
十
年
前
か
ら
作
っ
て
い

る
と
い
う
長
井
久
男
さ
ん
は
、
多

い
と
き
で
は
「
手
・
ま
め
・
館
」
に

五
千
本
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
給
食
に
使
わ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

大
根
を
栽
培
し
て
い
る
家
庭
で

は
、
凍
み
大
根
を
作
る
こ
と
が
多

く
、
久
男
さ
ん
は
親
が
作
っ
て
い

る
の
を
見
て
、
作
り
方
を
覚
え
ま

し
た
。

　

大
根
を
洗
っ
て
か
ら
皮
を
む
き
、

二
つ
割
り
に
し
ま
す
。
ひ
も
を
通

し
て
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
で

約
四
十
日
間
、
し
み
さ
せ
て
か
ら

天
日
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
そ
の
あ
と
、

ス
ト
ー
ブ
の
火
力
で
三
時
間
程
度
、

乾
燥
さ
せ
て
完
成
で
す
。
こ
の
火

力
乾
燥
を
す
る
こ
と
で
、
カ
ビ
が

生
え
に
く
く
な
り
、
夏
ま
で
も
つ

と
い
い
ま
す
。「
凍
み
大
根
作
り

で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
完
全
に

乾
燥
さ
せ
る
こ
と
」
と
話
す
久
男

さ
ん
の
ひ
と
工
夫
で
す
。

「
自
家
消
費
用
だ
と
そ
こ
ま
で
や
ら

な
い
け
ど
、
商
品
と
し
て
出
す
か

ら
に
は
あ
る
程
度
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

あ
っ
て
見
た
目
が
良
く
、
カ
ビ
が

生
え
に
く
く
長
持
ち
す
る
も
の
を

出
し
た
い
」
と
自
分
が
納
得
し
た

も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
。

凍み大根作り

⻑井久男さん
ながい・ひさお／⻘⽣野字姿平／ 89歳

火力乾燥のひと手間を加えて
自分が納得できるものを

　

十
二
月
二
日
、
青
生
野
小
学
校

に
「
キ
ビ
タ
ン
」
が
来
ま
し
た
。

震
災
以
降
、「
ふ
る
さ
と　

ふ
く

し
ま
」
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
育
む

た
め
、
希
望
し
た
学
校
を
回
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た

ち
は
キ
ビ
タ
ン
に
触
れ
た
り
一
緒

に
踊
っ
た
り
、
大
興
奮
！　

ふ
な

っ
し
ー
に
負

け
な
い
か
わ

い
さ
の
キ
ビ

タ
ン
に
、
大

喜
び
の
一
日

で
し
た
。

　

十
二
月
六
日
、
授
業
参
観
の
一

環
と
し
て
、
箏
曲
演
奏
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
文
化
庁
・
県
文
化
セ

ン
タ
ー
主
催
の
「
ふ
く
し
ま
次
代

を
担
う
子
ど
も
の
文
化
芸
術
体
験

事
業
」
へ
の
応
募
が
か
な
い
実
現

し
た
も
の
で
す
。
お
い
で
い
た
だ

い
た
の
は
、
世
界
中
で
活
躍
し
、

コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
一
の
賞
も
受

賞
し
て
い
る
箏
曲
演
奏
家
・
遠
藤

千
晶
先
生
で
す
。
子
ど
も
た
ち
も

保
護
者
も
教
師
も
、
美
し
い
箏
の

音
色
に
う
っ
と
り
し
、
初
め
て
見

る
演
奏
の
技
の
巧
み
さ
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

と
て
も
ぜ
い

た
く
な
時
間

を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た

一
日
で
し
た
。

　

一
月
十
日
、
全
校
生
で
の
「
書

き
初
め
大
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
清
書
し
、
ど

の
子
も
集
中
し
て
取
り
組
み
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
、
全
校
生
が
集
ま

り
鑑
賞
会
を
行
い
ま
し
た
。「
と

め
、
は
ね
が
し
っ
か
り
で
き
て
い

て
上
手
」「
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て

い
て
す
ご
い
」
な
ど
、
良
い
点
を

具
体
的
に
交
流
し
、
実
り
あ
る
学

び
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た

ち
の
作
品
は

校
内
に
掲
示

し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（
文
・
写
真
／
青
生
野
小
学
校
）

青生野小学校編

（112）

み ん な の ペ ー ジ

若者の広場 № 110

関根拓也さん

鮫
川
村
は
住
み
や
す
い
場
所

せきね・たくや
平成4年2⽉19⽇⽣まれ 21歳
Ｏ型 うお座
趣味は⾞いじり
⻄⼭字余所内在住

寒
■今、夢中になっていること

　は何ですか？

　　車いじりが好きです。同

　級生の友達に車好きが多い

　ので、興味を持ちました。

■これから新たにやってみた

　いことや目標はありますか？

　　車いじりをしていて、ま

　だ自分ではできない部分も

　あるので、友達に教えても

　らってできるようになりた

　いです。

■村に住んでいて感じること

　や現在の村について思うこ

　とはありますか？

　　鮫川村のいいところは、

　緑がいっぱいあるところだ

　と思います。生まれたとき

　からずっと住んでいるので

　住みやすいです。できれば、

　これからも鮫川村に住み続

　けたいと思います。

■鮫川村に要望などはありま

　すか？

　　舗装されている道路が多

　いですが、まだ砂利のまま

　の道もあるようなので、そ

　こを直してほしいと思いま

　す。あとは、コンビニなど

　の店が増えれば、さらに住

　みやすくなると思います。

■

青
生
野
小
に
キ
ビ
タ
ン
が
来
た

日
本
一
の
遠
藤
千
晶
先
生
の

琴
に
う
っ
と
り

今
年
も
ウ
マ
く
書
け
た
よ
！

書
き
初
め
大
会

「今回の大根は育ちが悪かっ
た」と話す久男さん。しか
し、スーパーに並ぶものよ
りも大きく立派です。

きれいに皮をむくこともポイン
ト。皮が残っていると均等にし
みないといいます。

あなたの

Vol.1９

　次は矢吹奈緒さん（赤坂東野字
遠ヶ竜在住）の予定です。

光る技

キラり
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ー
ク
☎
０
２
４
‐
９
２
７
‐

　

４
６
３
３

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
借

金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

抱
え
て
い
る
借
金
の
状
況
を
お

聞
き
し
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護

士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家

に
引
き
継
ぎ
ま
す
。
相
談
は
無

保
健

内
容　

①
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に

　

お
け
る
人
事
担
当
者
と
の
個

　

人
面
談
／
②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

な
ど
各
機
関
に
よ
る
職
業
相

　

談
・
情
報
提
供

そ
の
他　

事
前
の
申
し
込
み
は

　

不
要
で
す
の
で
、
気
軽
に
参

　

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
２
４
‐
５
２
９
‐
５
３

　

９
６

日
時　

２
月
25
日
（
火
）
午
前

i実
施
日　

３
月
４
日
（
火
）

場
所　

役
場
前
駐
車
場

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

　

１
時
、
午
後
２
時
30
分
〜
午

　

後
５
時

　
　

村
住
民
福
祉
課
健
康
係
☎

　

４
９
‐
３
１
１
２

　

国
税
局
や
税
務
署
の
職
員
を

名
乗
る
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
年
金
受
給
調
査

と
称
し
て
、年
齢
や
家
族
構
成
、

年
金
の
受
給
状
況
、預
金
残
高
、

口
座
情
報
な
ど
に
つ
い
て
聞
き

出
そ
う
と
す
る
事
例
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合

は
、
即
答
せ
ず
、
相
手
の
所
属

部
署
や
氏
名
、
電
話
番
号
を
確

　

10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

　

し
ま
（
郡
山
市
）

対
象
者　

平
成
27
年
３
月
に
大

　

学
等
を
新
規
卒
業
予
定
の
方

内
容　

①
事
業
所
ブ
ー
ス
に
お

　

け
る
人
事
担
当
者
に
よ
る
事

　

業
・
職
務
内
容
の
説
明
、
今

　

後
の
採
用
計
画
な
ど
の
情
報

　

提
供
／
②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な

　

ど
各
機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・

　

情
報
提
供

そ
の
他　

事
前
の
申
し
込
み
は

　

不
要
で
す
の
で
、
気
軽
に
参

　

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ

nformationi 情報ＢＯＸ
暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

■電話番号

鮫川村役場（代表・総務課）
☎ 0247―49―3111
FAX 0247―49―2651

住⺠福祉課
 健康係     49-3112
 住⺠係・福祉係 49-3113
農林課      49-3114
企画調整課    49-3115
地域整備課
 建設係     49-3116
 環境係     49-3196
農業委員会    49-3197
議会事務局    49-3198
出納室      49-3199

【その他の機関】
教育委員会    49-3151
図書館      29-1150
農業者トレーニングセンター
         49-3295
学校給⾷センター 49-2113
こどもセンター（保育園・
幼稚園）     29-1010
国保診療所    49-2028
ほっとはうす・さめがわ
         48-2555
⼿･まめ･館    49-2556
⼭王の⾥     48-2848

■鮫川村公式ホームページ

http://www.vill.samegawa.
fukushima.jp/

　防災無線でむし歯
予防を呼びかけます。

２月の担当は

修明高等学校鮫川校
保健委員会（１年）

　佐川史歩さん

料
で
す
。

　

ま
た
、「
な
り
す
ま
し
詐
欺
」

な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
、
日
頃
か
ら
注
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
内
容
な
ど
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
「
金
融
犯
罪

被
害
防
止
等
の
た
め
の
出
前
講

座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
演

は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口　

福
島
財
務
事
務
所

　

理
財
課
（
福
島
市
松
木
町
13

　

‐
２
）
／
☎
０
２
４
‐
５
３

　

３
‐
０
０
６
４
（
多
重
債
務

　

相
談
窓
口
直
通
）

受
付
日
時　

平
日
の
午
前
８
時

　

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

　
　

福
島
財
務
事
務
所
理
財
課

　

☎
０
２
４
‐
５
３
５
‐
０
３

　

０
３

日
時　

▼
確
定
申
告
無
料
相
談

　

会
…
２
月
17
日
（
月
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
４
時
▼
税
の
無

　

料
相
談
会
…
２
月
23
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
・

　

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

　
　

東
北
税
理
士
会
白
河
支
部

　

☎
０
２
４
８
‐
２
８
‐
３
５

　

６
３

認
し
た
上
で
電
話
を
切
り
、
最

寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　

白
河
税
務
署
☎
０
２
４
８

　

‐
２
２
‐
７
１
１
１

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年

度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
、
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
な
ど
幅
広
い

分
野
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間　

２
月
28
日
（
金
）

　

ま
で

出
願
方
法　

放
送
大
学
福
島
学

　

習
セ
ン
タ
ー
に
資
料
請
求
し

　

て
い
た
だ
く
か
、
放
送
大
学

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

手
続
き
に
時
間
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

名
義
変
更
や
住
所
変
更
、
車

検
な
ど
の
手
続
き
は
２
月
中
に

行
う
な
ど
、
早
期
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支

　

局
（
登
録
関
係
）
☎
０
５
０

　

‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
５
／

　
（
検
査
関
係
）
☎
０
２
４
‐

　

５
４
６
‐
０
３
４
２

日
時　

３
月
10
日
（
月
）
正
午

　

〜
午
後
３
時
45
分

場
所　

県
看
護
会
館「
み
ら
い
」

　
（
郡
山
市
）

対
象
者　

①
平
成
26
年
３
月
に

　

大
学
等
を
新
規
卒
業
予
定
の

　

方
／
②
平
成
23
年
３
月
以
降

　

に
卒
業
し
て
現
在
ま
で
就
職

　

活
動
を
し
て
い
る
方

　

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン

　

タ
ー
☎
０
２
４
‐
９
２
１
‐
７

　

４
７
１

　

毎
年
、
年
度
末
の
３
月
期
は

自
動
車
の
登
録
・
検
査
の
申
請

が
多
く
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
、

■今月の納税　　　　　　　　
後期⾼齢者医療保険料：第７期
※納期限：２⽉28⽇(⾦)

税
に
関
す
る
無
料
相
談
会

労
働

i

案
内

i税
務
職
員
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
に
ご
注
意

自
動
車
の
登
録
・
検
査
の

手
続
き
は
お
早
め
に

平
成
25
年
度
卒
業
者
等
向
け

ふ
く
し
ま
大
卒
等

合
同
就
職
面
接
会

相
談

i多
重
債
務
な
ど
の

無
料
相
談
窓
口
を
設
置

放
送
大
学
４
月
生
を
募
集

平
成
26
年
度
卒
業
者
向
け

大
卒
等
合
同
企
業
説
明
会

８ 日 は 歯

の

日

  

県民健康管理調査
問診票｢簡易版｣を作成

　県と県立医科大学では、震災後４カ月間の外

部被ばく線量を推計する基本調査について、記

入・回答しやすい問診票の「簡易版」を作成し

ました。

　この簡易版は、避難などの移動回数の少ない

方が利用できます。簡易版で回答できるかどう

かは県立医科大学までお問い合わせください。

なお、簡易版は役場住民福祉課健康係で準備し

ていますので、気軽に申し出てください。

　基本調査の結果は、一人一人にお知らせしま

す。ご自身の外部被ばく線量を把握することは、

長期にわたって実施していく甲状腺検査や皆さん

の健康管理において目安となりますので、基本調

査問診票「詳細版」または「簡易版」の回答が

済んでいない方は提出することをお勧めします。

調査対象者　原則として平成２３年３月１１日時

　点で、福島県内に居住していた方

調査方法　▶記憶があいまいな場合は、わかる

　範囲で記入してください。▶記載された内容

　について、改めて確認させていただく場合が

　あります。▶未成年者については、保護者の

　同意のもと実施してください。小学生以下に

　ついては、保護者の方が記入してください。

　▶本調査への回答は本人の自由意志によるも

　のです。回答をしなくても何ら不利益を被る

　ことはありません。

調査結果の取り扱い　回答いただいた問診票は、

　施錠可能な場所に厳重に保管します。データ

　は、個人が特定されない形で統計的に処理さ

　れ、個人の氏名や回答内容が公表されること

　は一切ありません。

　 県立医科大学放射線医学県民健康管理セン

　ター☎０２４－５４９－５１３０（土・日・祝日を

　除く午前９時から午後５時まで）

問

問

問

問

問

問

問

問

問

■献血対象者など

献血区分 ２００ミリ㍑ ４００ミリ㍑

体　　重 男性 45㌔以上
女性 40㌔以上

男女とも
50㌔以上

年　　齢 男女とも
16歳～ 69 歳

男性 17歳～ 69 歳
女性 18歳～ 69 歳

献 血 の
間　　隔

男女とも
４週間後

男性 12 週間後
女性 16 週間後

※65歳以上の方は、60～64 歳の間に献血経験がある方に限ります
※血液が不足していますので、400 ミリ㍑の献血にご協力ください



暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

2223

■社会福祉事業のために [金員]…矢

　吹孝二 (大塩)　片野智美 (二反田)

　金澤一四 (真坂)　蛭田久美子 (福

　原)　須藤かつ子 (滝)　津田信一

　(上)　大竹眼科 (石川町)　福島県

　立修明高等学校鮫川校・第１４回

　山峡祭収益金

■村の事業のために[金員]…蛭田久

　美子(福原)

住 所 氏 名 月 日 年 齢
大　塩 矢吹ハナエ 12. 8 90 歳
二反田 片野　良雄 12.15 75 歳
真　坂 金澤フミイ 12.19 90 歳
福　原 蛭田　　一 12.23 81 歳
上 津田　光雄 12.23 83 歳
滝 須藤　　久 12.24 86 歳

戸　草 関根　高市 12.29 91 歳

⽇ ⽉

２ ３
　あらまちクリニック(棚倉町)☎33-8018 ●図書館休館日

●トレセン休館日

９ 10
　和田医院(棚倉町)☎33-2012 ●図書館休館日

●トレセン休館日

●３～４カ月児健診・
　お母さんの口腔健康
　相談…13:30 ～／塙
　厚生病院

16 17
　大木医院(棚倉町)☎ 33-2424 ●図書館休館日

●トレセン休館日

23 24
　金澤医院(矢祭町)☎46-2312 ●図書館休館日

●トレセン休館日

２ ３
　東白川中央医院(棚倉町)☎ 33-3263 ●図書館休館日

●トレセン休館日

⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟

２/１
　

４ ５ ６ ７ ８
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●手・まめ・館休館日

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●おはなしの森…
　16:00 ～ [図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●すまいる定休日

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

11 建国記念の日 12 13 14 15
　東舘診療所(矢祭町)

　☎46-3165
◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●やまぶきの会…
　10:00～15:00[保]

●おはなしの森…
　16:00 ～ [図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●やまゆり保育室[こ]

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●１日入園[こ]

18 19 20 21 22
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●やまゆり乳児室[こ]

●１歳６カ月児健診・３歳
　児健診…13:15～[保]

●おはなしの森…
　16:00 ～ [図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●心配ごと相談…
　13:00 ～ 15:00[公]

25 26 27 28 ３/１
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●おはなしの森…
　16:00 ～ [図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●後期高齢者医療保険料
　納期限

４ ５ ６ ７ ８
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●献血

●やまゆり保育室[こ]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●手・まめ・館定休日

●やまぶきの会…
　10:00～15:00[保]

●おはなしの森…
　16:00 ～ [図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●すまいる定休日

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●やまゆり乳児室[こ]

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

第１日曜日は環境美化の日

医

医

医 医

医

医

第１日曜日は環境美化の日

情報ＢＯＸ PLUS

暮らしのカレンダー

寄付
寄贈

１2月受理分・敬称略

編/集/後 /記

i 医＝休日当番医   [公] ＝公民館   [図]＝図書館   [保]＝保健センター
[ト] ＝農業者トレーニングセンター   [こ]＝こどもセンター

February

２

※⾏事などの⽇程は都合により変更になる場合があります。

おく
やみ

１２月届け出分・敬称略

■今回、３つの大豆料理をご紹介しま
したが、その他に６つ計９つの大豆料
理を食生活改善推進員の皆さんに教え
ていただきました。すべて普段から家庭
で作っているもので、ご家族にも好評と
いうことでした。実際に私も味見をさせ
ていただき、改めて大豆のおいしさを
実感するとともに、皆さんのアイディア
に感嘆するばかりでした。■大豆料理
は、水で戻したり、ゆでるなどの下準
備が大変という声が多く聞かれます。
その中で、「あらかじめ水で戻した豆
を保存してしておき、いつでも使える
ようにしている」という豆知識を教え
ていただきました。皆さんも参考にし
てみてはいかがでしょうか。　(前田)

※お誕生・おくやみ・寄付欄への掲載を希望され
　ない方は、届け出の際に申し出てください。

五
いがらし

十嵐　翔
かける

・男
平 25.12.25 生
住所…広畑
保護者…武・恵美

お誕⽣

12 月届け出分・敬称略

⼈の
動き

１/１現在・（　）は前月比

⼈⼝ ３,910⼈ （±  0）
（±  0）
（±  0）
（＋  2）

 ⼥
1,960⼈ 男
1,950⼈

世帯 1,167⼾




